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【目的】NCBにおいて各々の特徴を見つけ出すことを目的とする。【方法】表1に示すNCBを使用し下記の項目について検討し

た。1：注入する造影剤と生食量を1:1、7:3とした際の収縮時間2：ノミナル,限界圧まで拡張した際の撮影画像の違いをCMS-QCA

にて解析【結果】表2参照表3よりノミナル時はQMが最も表示径に近かった。一方、拡張時のバルーンは全て表示長を超え、

最も長くなった物は2.1倍でHiryuで、最も短かった物はP-ラクロスで1.7倍であった。表4よりマーカから径が10％減少す

るまでの距離は、QMが最も短くRaidenが最も長かった。限界圧以上の拡張時は径に大きな変化はなくほぼ表示値を示し、長軸

方向へ変化しやすい事がわかった。【まとめ】今回使用したバルーン素材はナイロン系素材でどれも同じであった。造影剤量は

7:3でも収縮時間に大差はなく、体格に応じて濃くする事が可能ではないかと考える。一方、各々収縮時間は異なり表示長はマ

ーカ間であり、拡張画像では有効長が変動する物もあり特徴を報告する。 

 

 




